
令和８年度ＣＳ・地域学校協働活動推進事業 

ＣＳ・地域学校協働活動研修会 実施状況  

～ 地域と学校が共に創るこどもたちの未来 ～ 

 

趣旨  コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進についての理解促進を

図るため、地域と学校の連携が求められる背景やその意義、連携により学校や地域

に期待される効果、コミュニティ・スクールに求められる役割、学校運営協議会の

効果的な活用法等を学ぶ研修会を開催する。  

 

対象  地域連携を担う教職員、県教育委員会及び市町村教育委員会職員、学校運営協議

会委員、地域学校協働活動推進員、地域コーディネーター  

 

講師・内容  

○西北地区  

 ふくしま学校と地域のみらい研究所  代表 安齋 宏之 氏（ＣＳマイスター）  

 

  講師からは、コミュニティ・スクールに関わる人や団体に求められる役割、学校にお

ける働き方改革や学校課題の解決につながる実践事例、学校運営協議会の効果的な運営

等について、自身の経験談も交えながら、講義をしていただきました。演習では、学校

における働き方改革をテーマとして熟議を行いました。  

   参加者からは、「講義や他校の地域学校協働活動推進員との交流をとおして、コミュ

ニティ・スクールの目指す姿がより鮮明になった。」、「地域と学校が連携するために

は、地域が学校を支援するだけではなく、学校と地域がそれぞれの立場や役割を理解し、

互いに支えあうことが大切だと感じた。」、「先生方の本音を聞くことができ、貴重な

体験ができた。私たちにできることを真剣に考え、行動に移していかなければと気持ち

を新たにした。」等の感想が寄せられました。  

参加者は、実践的な内容を学ぶことができ、熟議をとおして、教師が「学びの専門職」

として、こどもたちに全力で向き合えるようにするためにはどうすればよいか等を深く

考えることができました。  

 

【西北地区】  期 日：令和８年８月２６日（水）  

       会 場：つがる市生涯学習交流センター「松の館」  

       参加者：５１名  

 

 

 

 

 

 

     講師の安齋氏         講義の様子        グループ発表の様子  

 

 

 

 



○三八・下北地区  

 金沢大学  先端科学・社会共創推進機構  客員研究員 猿渡 智衛 氏（ＣＳマイスター） 

 

  講師からは、学校課題解決につながる地域学校協働活動、「地域政策」としての地域

学校協働活動、地域づくりにつなげるために教員や地域学校協働活動推進員が果たすべ

き役割等について、自身の豊富な実践事例も交えながら、講義をしていただきました。

演習では、「地域の子どもたちにどう育ってほしいか」をテーマに熟議を行いました。  

    参加者からは、「地域学校協働活動を充実させていくためには、学校側の視点だけで

はなく、『地域をつくる』という視点が大切であることを学んだ。」、「こどもたちの

将来のために学校はあるが、学校は『地域づくり』の観点からも重要である。学校と地

域の双方にメリットがあることを大切にして、これまでの取組を見直していきたい。」、

「地域を巻き込んだ学校の活動に多くの可能性を感じることができた。」等の感想が寄

せられました。  

参加者は、実践的な内容を学ぶことができ、目指す姿にこどもを育んでいく上で、学

校・家庭・地域の現状を踏まえ、自分の立場でできること等について、それぞれの立場

から深く考えることができました。  

 

【三八地区】 期 日：令和８年９月１日（火）  

       会 場：八戸市福祉公民館  

       参加者：７３名  

 

【下北地区】 期 日：令和８年９月８日（火）  

       会 場：むつ来さまい館  

       参加者：２５名  

 

 

 

 

 

 

     講師の猿渡氏         講義の様子          模擬熟議の様子  


